
 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

学校だより 校訓 ≪やさしく かしこく たくましく≫ 

 

 

 

 

教育目標  「ひとみ輝く，喜念心清らっ子を育てる」 

 

 

きむ清らっ子 
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【記事作成者…５年 仲 彩華】 

6/1（土）に，運動会がありました。今年も体育館での運動会です。わたしたちは，両組とも，体育の時間や昼休

みなどを使って，一生懸命に練習を重ねてきました。結果は，応援の部は赤組が優勝し，競技の部は白組が優勝しま

した。わたしは，赤組も白組も，あきらめずに最後までやりぬき，保護者や地域の方々に一生懸命な姿を見せること

ができたところがよかったと思いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主な行事予定 

 
＜７ 月＞ 

２日（火） 誕生給食（７・８月生まれ） 

３日（水） 交通安全指導日（榎本さん） 

      ５・６年生宿泊学習（～４日） 

５日（金） ５・６年生休養日 

８日（月） 着衣水泳 

９日（火） 着衣水泳予備日 

１０日（水） 宿泊学習予備日（～１１日） 

       ノーメディア 

１３日（土） 土曜授業日 

１４日（日） クリーン作戦 

       子ども会レクリエーション 

１９日（金） １学期終業式・集団下校 

２３日（火） 読書の日・ノーメディア 

３１日（水） 第２回学校運営協議会 

「児童の記事」運動会!!  

 

 

6/26（水）に，授業参観・学校保健委員会（家庭教育学級開級式）・全体 

PTA・学級PTAを実施しました。授業参観には多くの保護者の皆様におい 

でいただき，子供たちの様子を御参観いただきました。学校保健委員会では， 

家庭教育学級の開級式を行い，その後，心肺蘇生法とAEDの使い方の講習を 

行いました。命を守る大切な学習の機会とすることができました。 

それぞれができることを行いながら ～ネットを介した犯罪から子供たちを守る～ 
校 長 平山 啓  

SNS利用等のネットを介した犯罪のニュースが後を絶ちません。現代における大きな問題の一つです。 

過日，生徒指導の会合がありましたが，その中で，「子供たちを守るために，大人が力を合わせていく必要がある」

との話がありました。極めて大切なことだと感じます。 

ネットを介した犯罪から子供たちを守るために，我々には何ができるのでしょうか。 

学校では，ネットモラルやネット利用上の危険性等について，子供たちが正しい知識をもって，正しく行動できる

ように，発達の段階に応じながら指導を繰り返しています。「知識を伝えること」「呼びかけること」は，学校ができ

ることです。 

では，家庭では何ができるのでしょうか。 

〇 機器の所持が子供にとって必要なものかどうか，十分に検討する。 

〇 機器をもたせるのであれば，その危険性と正しい使い方を指導する。また，必ずフィルタリングを設定する。 

〇 機器の使用についてのルールを定め，使用状況を確認する。 

このようなことを行っていく必要があるように思います。特に，「機器の所持」「ルール設定と使用状況の確認」

「フィルタリングの設定」などは，学校で行えることではありません。家庭の責任として行っていかなければならな

い部分です。 

テクノロジーの急速な進化は続いています。このような状況においては，誰もがネットを介した犯罪の被害にあ

う可能性があります。決して他人事ではありません。真剣な思いをもって，それぞれができることを行いながら，子

供たちを守っていく必要があります。 

授業参観・PTA等 

体育館という限られた場所でしたが，子供たちが精

一杯の競技・演技を見せてくれました。笑顔あふれる

素晴らしい運動会だったと感じています。応援に来て

くださった皆様，本当にありがとうございました。 

 

 

6/5（水）に，不審者対応防犯訓練を行いました。この日は，学

校に不審者が侵入した場合の避難や，下校時に不審者に遭遇した場

合の対応について，実際の訓練を行いました。また，「『いかのおす

し』の合言葉」「防犯ブザーの所持」「子ども110番の家」などの

確認も行いました。万一に備えた訓練に対して，真剣に取り組む子

供たちの姿がとても印象的で，頼もしく思えました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

   不審者（役）から逃げて   →    子ども110番の家へ 

不審者対応防犯訓練 


